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1 .は  じ  め  に  
生 物 多 様 性 保 全 へ の 意 識 が 高 ま る 中 で ， 2 0 0 5  年 に WA Z A が 作 成
し た 世 界 動 物 園 水 族 館 保 全 戦 略 で は ， 保 全 教 育 を 動 物 園 の 重 要 な 役
割 の 一 つ と し て 位 置 づ け て い る（ WA Z A  2 0 0 5）．保 全 教 育 と は ，人 々
が 生 物 多 様 性 の 保 全 へ の 理 解 を 深 め ， さ ら に 行 動 の 変 容 を 促 進 す る
学 習 プ ロ グ ラ ム で あ る （ E A Z A  2 0 0 7； 小 堀  2 0 0 9）． 保 全 教 育 の 実 践
は ， 来 園 者 の 保 全 に 関 す る 態 度 や 行 動 に 対 し て ， 教 育 プ ロ グ ラ ム が
ど の よ う な 影 響 を 与 え ら れ る か 理 解 を す る こ と が 重 要 で あ り
（ D e r v a  e t  a l  2 0 1 4）， 多 く の 動 物 園 が 保 全 教 育 の 実 施 と 研 究 に 取 り
組 ん で い る（ J a c k i e  a n d  J o e  2 0 0 9；M a r k u s  a n d  G e r a l d  2 0 11； O l i v e  
a n d  j a n s e n  2 0 1 7 な ど ）．  
日 本 の 動 物 園 で は ， 環 境 教 育 を 動 物 園 が 担 う 役 割 の 一 つ と し て い
る （ 若 生 1 9 8 2） .し か し ， 情 操 教 育 や 動 物 学 に 関 す る 教 育 プ ロ グ ラ
ム が 多 く ， 生 物 多 様 性 や 環 境 の 保 全 に 関 す る 取 り 組 み が 少 な い と 報
告 さ れ て い る （ 松 本 ・ 森 2 0 0 2）． 動 物 園 に お け る 保 全 教 育 の 課 題 と
し て ， 人 材 の 不 足 （ 川 崎 ・ 小 川 原  2 0 1 5） や 教 育 論 の 確 立 が さ れ て
い な い （ 松 本  2 0 1 8） こ と が 指 摘 さ れ て お り ， 保 全 教 育 を 推 進 す る
た め に は ， 動 物 園 と 教 育 や 研 究 機 関 の 連 携 が 重 要 で あ る （ 村 田 ほ か
2 0 1 4； 土 居 2 0 1 3）．   
札 幌 市 円 山 動 物 園 と 酪 農 学 園 大 学 は ，2 0 0 8 年 よ り 学 術 協 定 を 結 び ，
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こ れ ま で に 生 物 多 様 性 保 全 に 関 連 す る 様 々 な 教 育 と 研 究 活 動 を 実 施
し て き た ． 2 0 1 7 年 及 び 2 0 1 8 年 に は ， 生 物 多 様 性 保 全 に お け る 課 題
の ひ と つ で あ る 外 来 生 物 を テ ー マ に 共 同 で 夏 の 特 別 企 画 展 （ 以 下 ，
企 画 展 ） を 開 催 し た ． そ こ で 本 研 究 で は ， 札 幌 市 動 物 園 に お け る 保
全 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 と 教 育 効 果 の 検 証 を 目 的 と し ， 企 画 展 来 場
者 の ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た ．  
 
2 .調  査  地  
 札 幌 市 円 山 動 物 園 は ， 札 幌 市 の 中 心 部 か ら 近 く ， 年 間 お よ そ 9 0
万 人 が 利 用 す る 都 市 型 の 動 物 園 で あ る ． 夏 季 期 間 に は ， 夜 の 動 物 園
や で 夏 の 特 別 企 画 展 示 が 開 催 さ れ ， 多 く の 市 民 が 訪 れ る ． 企 画 展 は
動 物 園 科 学 館 ホ ー ル の 展 示 室 を 会 場 と し ,開 園 時 間 中 に 来 園 者 が 自
由 に 来 場 す る こ と が で き る ．  
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3 .保 全 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発  
学 習 者 の 要 求 と 教 育 プ ロ グ ラ ム を 組 み 合 わ せ る こ と で ， 効 果 的 に
参 加 者 の 行 動 変 容 を 促 す こ と が 出 来 る と さ れ て い る（ 小 河 原 2 0 0 3）.
そ こ で 企 画 展 で は ， 来 場 者 が 保 全 教 育 を 通 し て 外 来 生 物 に 関 す る 理
解 を 深 め る こ と を 目 的 と し ， フ ェ ー ズ Ⅰ 「 触 れ て 楽 し む 体 験 型 」 プ
ロ グ ラ ム ， フ ェ ー ズ Ⅱ 「 研 究 事 例 を 元 に 知 識 を 深 め る プ ロ グ ラ ム 」，
フ ェ ー ズ Ⅲ 「 参 加 型 プ ロ グ ラ ム 」 を 設 定 し た （ 表 1）．  
 
Ａ ． 学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅰ ：「 触 れ て 楽 し む 体 験 型 プ ロ グ ラ ム 」 
フ ェ ー ズ Ⅰ で は ，「 触 れ て 楽 し む 体 験 型 」 の プ ロ グ ラ ム で あ
る こ と を 考 慮 し ， 甲 殻 類 ， 昆 虫 類 ， 両 生 類 の 展 示 に 趣 向 を 凝 ら
し た ． 子 ど も で も 容 易 に 触 る こ と が で き る ア メ リ カ ザ リ ガ ニ の
タ ッ チ プ ー ル を 会 場 の 入 り 口 正 面 に 配 置 す る こ と で ， 来 場 者 の
み な ら ず 会 場 外 の 来 園 者 の 興 味 を 引 く よ う 心 が け た ．  
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Ｂ ．学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅱ ：「 研 究 事 例 を 元 に 知 識 を 深 め る プ ロ
グ ラ ム 」  
フ ェ ー ズ Ⅱ で は ， 来 場 者 が 「 研 究 事 例 を 元 に 知 識 を 深 め る 」
プ ロ グ ラ ム で あ る こ と を 意 識 し ， 会 場 全 体 が ア カ デ ミ ッ ク な 雰
囲 気 で あ る こ と を 心 が け た ． 外 来 生 物 に 関 す る 知 識 を 深 め ら れ
る よ う ， 研 究 紹 介 の ポ ス タ ー を 展 示 し ， さ ら に 専 門 家 を 招 い た
シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し た ．  
 
Ｃ ． 学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅲ ：「 参 加 型 プ ロ グ ラ ム 」   
フ ェ ー ズ Ⅲ で は ， 主 体 的 な 体 験 を 通 し て 来 場 者 の 価 値 観 の 形
成 を 計 る こ と を 目 的 と し ，「 参 加 型 」 の プ ロ グ ラ ム を 用 意 し た ． 
 
表 1 .学 習 者 の 要 求 度 と プ ロ グ ラ ム の 目 標   
※ 小 河 原 （ 2 0 1 3） よ り 編 集  
学 習 者 相  学 習 者 の 要 求 度  プ ロ グ ラ ム の 目 標  
フ ェ ー ズ Ⅰ   
自 然 へ の 興 味 は 少 な く 楽 し い 体 験 を
求 め る  
興 味 を 引 き 出 し 関 心 を  高
め る  
【 Ⅰ → Ⅱ 】  
フ ェ ー ズ Ⅱ   自 然 に 興 味 ・ 関 心 を 持 ち 知 識 を 求 め る  
正 確 な 知 識 に 基 づ き 理 解 を
深 め る  
【 Ⅱ → Ⅲ 】  
フ ェ ー ズ Ⅲ   自 然 の 知 識 を も ち 評 価 能 力 を 求 め る  
態 度 ． 技 能 ． 評 価 能 力 を 育
て る  
【 Ⅲ → Ⅳ 】  
フ ェ ー ズ Ⅳ   
評 価 能 力 を 持 ち 活 動 へ の 参 加 を 求 め
る  
主 体 的 ・ 持 続 的 な 活 動 を 援
助 す る  
【 Ⅳ → 】  
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4 . 2 0 1 7 年 企 画 展『 も う 増 や さ な い で 北 海 道 の 外 来 種 』の 概 要  
2 0 1 7 年 8 月 5 日 （ 土 ） ～ 2 0 1 7 年 8 月 2 0 日 （ 日 ） の う ち ， 休 園
日 を 除 く 1 4 日 間  開 催 し た ． 企 画 展 に 展 示 し た 動 植 物 は ， 主 に 関 係
者 が 野 外 で 採 集 し た 外 来 生 物 2 0 種 と 在 来 種 の 2 種 を 含 む 2 2 種 で あ
る （ 表 2）．  
 
Ａ ．学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅰ：「 触 れ て 楽 し む 体 験 型 プ ロ グ ラ ム 」  
フ ェ ー ズ Ⅰ で は ， 外 来 カ エ ル の 展 示 に 特 に 趣 向 を 凝 ら し た ． 北 海
道 に 生 息 す る 外 来 5 種 ，在 来 2 種 の カ エ ル の 鳴 き 声 を 野 外 で 録 音 し ，
ヘ ッ ド ホ ン で 聞 く こ と が で き る ． ま た ， 来 園 者 の 外 来 生 物 に 対 す る
興 味 を 深 め る た め に ， 酪 農 学 園 大 学 が 捕 獲 し た ト ノ サ マ ガ エ ル や ，  
N P O 法 人 E n V i s i o n 環 境 保 全 事 務 所 ，（公 財 ）札 幌 市 公 園 緑 化 協 会 の
協 力 を 得 て ， イ ベ ン ト で 捕 獲 し た ア メ リ カ ザ リ ガ ニ ， 円 山 動 物 園 が
採 集 し た カ ブ ト ム シ も ふ れ あ い コ ー ナ ー と し て 設 置 し た （ 図 1）．  
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Ｂ ． 学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅱ ：「 研 究 事 例 を 元 に 知 識 を 深 め る プ
ロ グ ラ ム 」  
フ ェ ー ズ Ⅱ で は 計 1 5 枚 の ポ ス タ ー を 展 示 し ， 北 海 道 各 地 で 実 施
さ れ て い る 外 来 生 物 対 策 の 研 究 事 例 に つ い て 紹 介 し た ． さ ら に 展 示
期 間 中 は ， 常 に 解 説 者 と し て 飼 育 係 と 大 学 生 を 配 置 し ， 来 場 者 と の
積 極 的 な の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 心 掛 け た ． ま た ， 企 画 の 初 日 に は
特 別 講 演 会 と し て「 ～ ど れ が 外 来 ？ な に が 問 題 ？ ～ 」，最 終 日 に は「 み
ん な で 語 ろ う ～ 生 き 物 の 飼 育 と 外 来 種 の こ と ～ 」 を 展 示 会 場 で 開 催
す る な ど ， 外 来 生 物 対 策 の 普 及 啓 発 を 積 極 的 に 展 開 し た （ 図 2）．  
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表 2 .  札 幌 市 円 山 動 物 園 に て 開 催 し た 2 0 1 7 年 夏 の 特 別 企 画 展「 も う 増
や さ な い で 北 海 道 ！ の 外 来 生 物 」 の 展 示 動 植 物  
 
分 類  種 名 (学 名 )  採 集 地  
草 本  
ノ ラ ニ ン ジ ン  ( D a u c u s  c a r o t a )  札 幌 市  
ヒ メ ジ ョ オ ン  ( E r i g e r o n  a n n u u s )  札 幌 市  
軟 体 動 物  マ ダ ラ コ ウ ラ ナ メ ク ジ  ( L i m a x  m a x i m u s )  札 幌 市  
節 足 動 物  カ ブ ト ム シ  ( A l l o m y r i n a  d i c h o t o m a  d i c h o t o m a )  札 幌 市  
甲 殻 類  
ア メ リ カ ザ リ ガ ニ  ( P r o c a m b a r u s  c l a r k i i )  札 幌 市  
ウ チ ダ ザ リ ガ ニ  ( P a c i f a s t a c u s  l e n i u s c u l u s )  洞 爺 湖 町  
ヌ マ エ ビ  ( P a r a t y a  c o m p r e s s a )  札 幌 市  
魚 類  
グ ッ ピ ー  ( P o e c i l i a  r e t i c u l a t a )  七 飯 町  
タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ  
 ( R h o d e u s  o c e l l a t u s  o c e l l a t u s )  札 幌 市  
ナ マ ズ  ( S i l u r u s  a s o t u s )  札 幌 市  
フ ナ  ( C a r a s s i u s  s p . )  江 別 市  
ラ イ ギ ョ  ( C h a n n a  m a c u l a t a )  札 幌 市  
両 生 類  
ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル  ( B u f o  j a p o n i c u s  f o r m o s u s )  石 狩 市  
エ ゾ ア カ ガ エ ル  ( R a n a  p i r i c a )  ―  
ウ シ ガ エ ル  ( L i t h o b a t e s  c a t e s b e i a n u s )  北 斗 市  
ツ チ ガ エ ル  ( G l a n d i r a n a  r u g o s a )  札 幌 市  
ト ウ キ ョ ウ ダ ル マ ガ エ ル   
( P e l o p h y l a x  p o r o s u s  p o r o s u s )  岩 見 沢 市  
ト ノ サ マ ガ エ ル  ( P .  n i g r o m a c u l a t u s )  南 幌 町  
ニ ホ ン ア マ ガ エ ル  ( H y l a  j a p o n i c a )  江 別 市  
爬 虫 類  
ク サ ガ メ  ( M a u r e m y s  r e e v e s i i )  札 幌 市  
ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ  
 ( T r a c h e m y s  s c r i p t a  e l e g a n s )  札 幌 市  
哺 乳 類  ド ブ ネ ズ ミ  ( R a t t u s  n o r v e g i c u s )  札 幌 市  
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図 1 .  学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅰ  
「 触 れ て 楽 し む 体 験 型 プ ロ グ ラ ム 」 の 様 子  
 ( a )ア メ リ カ ザ リ ガ ニ の タ ッ チ プ ー ル ， ( b )ト ノ サ マ ガ エ ル の タ ッ チ プ ー ル  
( c )  カ ブ ト ム シ の 虫 か ご ， ( d )  カ エ ル の 鳴 き 声 コ ー ナ ー の 様 子   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 .  学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅱ  
「 研 究 事 例 を 元 に 知 識 を 深 め る プ ロ グ ラ ム 」 の 様 子  
( a )  特 別 シ ン ポ ジ ウ ム 『 ～ ど れ が 外 来 ？ な に が 問 題 ？ 』  
 ( b )  ト ー ク シ ョ ー 『 外 来 生 物 と の 戦 い ス ペ シ ャ ル 』  
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5 .  2 0 1 8 年 企 画 展『 外 来 生 物 と の 戦 い -北 海 道 で の 対 策 最 前 線 -』
の 概 要  
開 催 期 間 は 2 0 1 8 年 8 月 4 日 （ 土 ） ～ 2 0 1 7 年 8 月 1 9 日 （ 日 ） ま
で 休 園 日 を 除 く 1 4 日 間 で あ る ． 企 画 展 に 展 示 し た 動 植 物 は ， 外 来
生 物 1 8 種 と 在 来 種 の 3 種 を 含 む 2 2 種 で あ り ， 一 部 が 2 0 1 7 年 と 異
な っ て い る （ 表 3）． 来 場 者 数 を 計 測 し た と こ ろ ， 1 4 日 間 で 1 2 0 0 0
人 以 上 が 来 場 し た ．2 0 1 8 年 で は ，来 場 者 が よ り 外 来 生 物 に 関 す る 知
識 を 深 め ら れ る よ う ， フ ェ ー ズ Ⅱ と フ ェ ー ズ Ⅲ の 内 容 を さ ら に 追 加
し た ．  
 
Ｂ ． 学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅱ ：「 研 究 事 例 を 元 に 知 識 を 深 め る プ
ロ グ ラ ム 」  
手 に と っ て 触 り な が ら 学 べ る カ エ ル の 標 本 コ ー ナ ー を 設 置 し た
（ 図 3）．骨 格 標 本 や 液 浸 標 本 を 観 察 す る だ け で な く ，カ エ ル の 生 体
を そ の ま ま 標 本 に し た プ ラ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン を 展 示 す る こ と で ， そ
れ ぞ れ の 種 類 の 大 き さ や 特 徴 を 分 か り や す く 伝 え る 工 夫 を し た ． ま
た ， U W ク リ ー ン レ イ ク 洞 爺 湖 の 協 力 を 得 て ， 実 際 に 防 除 活 動 を し
て い る 湖 で の ウ チ ダ ザ リ ガ ニ の 様 子 が 観 察 で き る 映 像 ブ ー ス を 設 置
し た （ 図 4）．  
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Ｃ ． 学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅲ ：「 参 加 型 プ ロ グ ラ ム 」  
外 来 カ メ 類 の 目 撃 情 報 コ ー ナ ー で は ， 展 示 会 場 に て ， 壁 に 模 造 紙
を 貼 り ， 来 場 者 が 自 ら 付 箋 を 貼 っ て い く 参 加 型 形 式 で 札 幌 市 内 で の
カ メ 類 の 目 撃 情 報 の 収 集 を 試 み た（ 図 5）．ま た 来 場 者 が Q R コ ー ド
を 読 み 取 り ， ホ ー ム ペ ー ジ か ら も 目 撃 情 報 を 提 供 で き る よ う ， チ ラ
シ を 配 布 し た ．  
さ ら に 野 外 イ ベ ン ト と し て ， 展 示 会 場 に て 札 幌 市 が 主 催 の 「 ア メ
リ カ ザ リ ガ ニ 調 査 隊 ！ 」 の チ ラ シ を 配 布 し ， 参 加 者 を 募 集 し た （ 図
6）． イ ベ ン ト は 企 画 展 の 開 催 期 間 終 了 後 に 札 幌 市 内 の 公 園 で 開 催 し ，
札 幌 市 円 山 動 物 園 と 酪 農 学 園 大 学 が ス タ ッ フ と し て 参 加 し た ． 参 加
者 は ， ア メ リ カ ザ リ ガ ニ に 関 す る 研 究 や 野 外 で の 生 態 に つ い て 解 説
を 聞 い た 後 ， 実 際 に 小 川 に 入 り ス タ ッ フ と と も に 捕 獲 し た ．  
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表 3 .  札 幌 市 円 山 動 物 園 に て 開 催 し た 2 0 1 8 年 夏 の 特 別 企 画 展「 外 来 生
物 と の 戦 い -北 海 道 で の 対 策 最 前 線 -」 の 展 示 生 物  
分 類  種 名 (学 名 )  採 取 地  
草 本 類  コ カ ナ ダ モ ( E l o d e a  n u t t a l l i i )  江 別 市  
軟 体 動 物  マ ダ ラ コ ウ ラ ナ メ ク ジ ( L i m a x  m a x i m u s )  札 幌 市  
節 足 動 物  オ オ カ マ キ リ ( Te n o d e r a  a r i d i f o l i a )  東 京 都  
 
カ ブ ト ム シ ( A l l o m y r i n a  d i c h o t o m a  d i c h o t o m a )  札 幌 市  
甲 殻 類  ア メ リ カ ザ リ ガ ニ ( P r o c a m b a r u s  c l a r k i i )  札 幌 市  
 
ウ チ ダ ザ リ ガ ニ ( P a c i f a s t a c u s  l e n i u s c u l u s )  洞 爺 湖 町  
 
ス ジ エ ビ ( P a l a e m o n  p a u c i d e n s )  江 別 市  
 
ニ ホ ン ザ リ ガ ニ ( C a m b a r o i d e s  j a p o n i c u s )  ー  
 
ミ ス テ リ ー ク レ イ フ ィ ッ シ ュ  
( P r o c a m b a r u s  f a l l a x  f o r m a  v i r g i n a l i s )  －  
魚 類  グ ッ ピ ー ( P o e c i l i a  r e t i c u l a t a )  七 飯 町  
 
コ イ ( C y p r i n u s  c a r p i o )  ー  
両 生 類  ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル ( B u f o  j a p o n i c u s  f o r m o s u s )  石 狩 市  
 
エ ゾ ア カ ガ エ ル ( R a n a  p i r i c a  M a t s u i )  ー  
 
ウ シ ガ エ ル ( L i t h o b a t e s  c a t e s b e i a n u s )  北 斗 市  
 
ツ チ ガ エ ル ( G l a n d i r a n a  r u g o s a )  札 幌 市  
 
ト ウ キ ョ ウ ダ ル マ ガ エ ル  
( P e l o p h y l a x  p o r o s u s  p o r o s u s )  岩 見 沢 市  
 
ト ノ サ マ ガ エ ル ( P e l o p h y l a x  n i g r o m a c u l a t u s )  南 幌 町  
 
ニ ホ ン ア マ ガ エ ル ( H y l a  j a p o n i c a  G ü n t h e r )  江 別 市  
爬 虫 類  ク サ ガ メ ( M a u r e m y s  r e e v e s i i )  札 幌 市  
 
ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ  
( T r a c h e m y s  s c r i p t a  e l e g a n s )  札 幌 市  
哺 乳 類  ド ブ ネ ズ ミ ( R a t t u s  n o r v e g i c u s )  札 幌 市  
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図 3 .  学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅱ ：  標 本 コ ー ナ ー の 様 子  
( a )  胃 内 容 物 の 液 浸 標 本 ，( b )  骨 格 標 本 と プ ラ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ， 
( c )  液 浸 標 本 ， ( d )展 示 品 に 触 れ る 様 子  
 
 
 
 
 
 
 
図 4 .  映 像 ブ ー ス の 様 子  
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図 5 .  学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅲ ： 外 来 カ メ 類 の 目 撃 情 報 コ ー ナ ー  
( a )来 場 者 が 参 加 す る 様 子 , ( b )  Q R コ ー ド を 掲 載 し た チ ラ シ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 .  学 習 プログラムフェーズⅢ ：外 来 生 物 の駆 除 体 験 型 イベン ト  
( a ) 「 ア メ リ カザ リガニ調 査 隊 ！ 」の様 子 , ( b )配 布 した参 加 者 募 集 のチラシ  
 
 
 
 
 
 
a )  b )  
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6 .保 全 教 育 プ ロ グ ラ ム の 評 価  
6 - 1 . 2 0 1 7 年 ア ン ケ ー ト 調 査 手 法  
来 場 者 の フ ェ ー ズ の 把 握 を 目 的 と し ， 回 答 者 の 基 礎 情 報 ， 外 来 生
物 に 関 し て ， 企 画 展 に 関 し て の 3 点 を 基 軸 に ， 選 択 式 の 設 問 7 項 目
と 自 由 回 答 1 項 目 を 設 け た ア ン ケ ー ト を 作 成 し た（ 表 4）．企 画 展 の
開 催 期 間 中 ， 会 場 の 出 入 り 口 に 毎 日 ア ン ケ ー ト 用 紙 と 回 収 ボ ッ ク ス
を 設 置 し ， 来 場 者 が 任 意 で 回 答 し た ． な お ， 本 ア ン ケ ー ト で は 複 数
回 答 が 非 常 に 多 く ， 各 設 問 で 回 答 数 が そ れ ぞ れ 異 な る ． ま た ， 設 問
6 に つ い て は ，企 画 段 階 で 展 示 候 補 と し て い た 1 5 種 の 動 物 を 選 択 肢
と し た ． 自 由 回 答 は テ キ ス ト マ イ ニ ン グ ソ フ ト K H c o d e r を 用 い て ，
共 起 ネ ッ ト ワ ー ク を 算 出 し ， 文 章 の 傾 向 を 把 握 し た ．  
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表 4 . 2 0 1 7 年 ア ン ケ ー ト 調 査 の 設 問 と 選 択 肢  
設 問  選 択 肢  
1 )年 代  小 学 生   中 学 生  高 校 ・  大 学 生   一 般  
2 )こ の 催 し を ど こ で  
知 り ま し た か ？  
広 報 さ っ ぽ ろ   動 物 園 だ よ り   
テ レ ビ や 新 聞  
動 物 園 ホ ー ム ペ ー ジ   ツ イ ッ タ ー  
動 物 園 に き て か ら し っ た   そ の 他  
3 )こ の 催 し に 参 加 す る 前  
『 外 来 生 物 』 に つ い て  
し っ て い ま し た か ？  
全 く 知 ら な か っ た   
言 葉 は 聞 い た こ と が あ っ た  
い く つ か の 外 来 生 物 を 知 っ て い た  
外 来 生 物 が 引 き 起 こ す 問 題 に 関 心 が あ っ た  
そ の 他  
4 )今 回 の 催 し に 参 加 し て  
外 来 生 物 に つ い て  
ど の よ う に 思 わ れ ま し た か ？  
か わ い い   怖 い    
気 持 ち 悪 い  可 哀 そ う  面 白 い   
積 極 的 に 駆 除 す べ き    
命 あ る も の な の で 駆 除 し た り せ ず に 受 け 入 れ
る べ き   
外 来 生 物 の 飼 育 を 禁 止 に す べ き  
ペ ッ ト は 最 後 ま で 責 任 を 持 っ て 飼 育 す る べ き  
5 )今 回 の 催 し は  
い か が で し た か ？  
楽 し か っ た   勉 強 に な っ た  面 白 か っ た  
つ ま ら な か っ た  気 持 ち 悪 か っ た   
6 )一 番 印 象 に 残 っ た の は  
ど の 動 物 で す か ？  
ア メ リ カ ザ リ ガ ニ   ウ チ ダ ザ リ ガ ニ  
ト ノ サ マ ガ エ ル ト ウ キ ョ ウ ダ ル マ ガ エ ル  
ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル   ウ シ ガ エ ル    
ツ チ ガ エ ル  タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ    
グ ッ ピ ー   ラ イ ギ ョ   
ナ マ ズ   フ ナ   ヌ マ エ ビ   
マ ダ ラ コ ウ ラ ナ メ ク ジ  ド ブ ネ ズ ミ  
7 )今 後 の 円 山 動 物 園 の  
催 し に つ い て お 尋 ね し ま す  
外 来 生 物 に つ い て の 催 し を 企 画 し て ほ し い  
こ の よ う な 催 し は 必 要 な い  
他 の テ ー マ で 催 し を 企 画 し て ほ し い  
8 )今 回 の 催 し に 関 す る  
ご 意 見 を お 聞 か せ く だ さ い  自 由 回 答  
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6 - 2 . 2 0 1 7 年 ア ン ケ ー ト 調 査 結 果  
  回 答 者 数 は 1 4 日 間 で 4 2 7 人 に 達 し て お り ， 多 く の 来 場 者 が 任
意 で ア ン ケ ー ト に 参 加 し た ． 回 答 者 4 2 8 名 の 結 果 を 示 す ．  
 
1 )年 代  
回 答 者 は ， 小 学 生 が 4 2 %， 中 学 生 が 8 %， 高 校 ・ 大 学 生 が 9 %， 大
人 が 4 1 %で あ り ，来 場 者 の 多 く が 親 子 連 れ で あ る こ と が 分 か っ た ． 
 
2 )こ の 催 し を ど こ で 知 り ま し た か ？  
回 答 数 は 4 4 3 で あ り ， 5 5 %が 「 動 物 園 に き て か ら 知 っ た 」 と 回 答
し た ．次 に「 動 物 園 だ よ り 」 1 4 %と「 動 物 園 の ホ ー ム ペ ー ジ 」 1 3 %
が 多 く ， そ の 他 の 回 答 は 合 わ せ て 1 7 %だ っ た ． そ の 他 は 最 寄 り 駅
の 掲 示 ポ ス タ ー を 見 た と い う 回 答 が 多 く ，来 場 者 の 6 0％ 以 上 が 外
来 生 物 展 を 来 園 の 目 的 に し て い な か っ た ．  
 
3 )こ の 催 し に 参 加 す る 前 ， 外 来 生 物 に つ い て し っ て い ま し た か ？  
回 答 数 は 4 3 6 で あ り ，「い く つ か の 生 物 を 知 っ て い た 」が 4 7 %，「外
来 生 物 が 引 き 起 こ す 問 題 に 興 味 が あ っ た 」 が 2 1 %，「 言 葉 は 聞 い
た こ と が あ っ た 」 が 1 7 %，「 全 く 知 ら な か っ た 」 が 1 4 %だ っ た ．
回 答 者 の 8 割 が 外 来 生 物 に 関 し て 何 ら か の 知 識 を 有 し て い た ．  
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4 )今 回 の 催 し に 参 加 し て ， 外 来 生 物 に つ い て ど の よ う に 思 わ れ ま し
た か ？ （ 複 数 回 答 可 ）  
回 答 数 は 8 3 7 で あ り ， 9 つ の 選 択 肢 の う ち ，「 ペ ッ ト は 最 後 ま で
責 任 を も っ て 飼 育 す る べ き 」が 3 4 %で 最 も 回 答 の 多 い 選 択 と な っ
た ．（ 図 7）．  
 
5 )今 回 の 催 し は い か が で し た か ？   
回 答 数 は 5 5 5 で あ り ， 5 0 %が「 勉 強 に な っ た 」と 回 答 し た ．楽 し
か っ た 」が 3 2 %，「面 白 か っ た が 」1 5 %だ っ た ．「つ ま ら な か っ た 」，
「 気 持 ち 悪 か っ た 」 は 3 %の み だ っ た ．  
 
6 )一 番 印 象 に 残 っ た の は ど の 動 物 で す か ？  
回 答 数 は 6 8 2 で あ り ， 展 示 し た 生 物 1 5 種 の 選 択 肢 の う ち 「 ア メ
リ カ ザ リ ガ ニ 」 が 最 も 選 択 さ れ 1 7 %に な っ た （ 図 8）．  
 
7 )今 後 の 円 山 動 物 園 の 催 し に つ い て お 尋 ね し ま す  
回 答 数 は 3 3 6 で あ り ，「外 来 生 物 に つ い て の 催 し を 企 画 し て ほ し い 」
が 8 3 %，「 他 の テ ー マ で 催 し を 企 画 し て ほ し い 」 が 1 5 %，「 こ の よ
う な 催 し を 企 画 す る 必 要 は な い 」 が 2 %だ っ た  
．  
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8 )今 回 の 催 し に 関 す る ご 意 見 を お 聞 か せ く だ さ い  
2 1 8 の 回 答 を 得 た ．テ キ ス ト マ イ ニ ン グ の 解 析 ソ フ ト「 K H  c o d e r」
を 用 い て 単 語 の 出 現 数 を 分 析 し た と こ ろ ， タ ッ チ プ ー ル を 設 置 し
た ア メ リ カ ザ リ ガ ニ や カ ブ ト ム シ ， 鳴 き 声 コ ー ナ ー を 設 置 し た カ
エ ル の ほ か ， 知 る ， 楽 し い ， 勉 強 と い う 単 語 が 多 く み ら れ た （ 表
5）． ま た 文 章 の 傾 向 を ， 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 図 よ り 抽 出 さ れ た キ ー
ワ ー ド よ り 「 触 れ 合 い コ ー ナ ー の 感 想 」，「 カ エ ル の 鳴 き 声 コ ー ナ
ー の 評 価 」，「 身 近 な 外 来 生 物 に 対 す る 驚 き 」，「 学 生 ・ 飼 育 係 と の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 評 価 」，「 生 き 物 を 飼 育 す る 責 任 」 に 分 類 し
た （ 図 9）  ．  
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図 7 .  ア ン ケ ー ト 設 問 3 - 2）「 今 回 の 催 し に 参 加 し て ， 外 来 生 物 に つ い
て ど の よ う に 思 わ れ ま し た か ？ 」 (複 数 回 答 可 )の 回 結 果  
 
 
 
図 8 .  ア ン ケ ー ト 設 問 4 - 2 )「 一 番 印 象 に 残 っ た の は ど の 動 物 で す か ？ 」  
の 回 答 結 果  
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表 5 .  ア ン ケ ー ト 設 問 8 )「 今 回 の 催 し に 関 す る ご 意 見 を お 聞 か せ く だ
さ い 」 で 得 ら れ た 回 答 か ら K H  c o d e r で 頻 出 単 語 を 集 計 し た 一 覧  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 .自 由 回 答 か ら 算 出 し た 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 図  
 
 
単 語  出 現 回 数  
知 る  4 5  
勉 強  2 9  
見 る  2 7  
ザ リ ガ ニ  2 6  
子 供  2 6  
触 る  2 5  
カ ブ ト ム シ  2 4  
カ エ ル  2 3  
楽 し い  2 3  
良 い  2 0  
面 白 い  1 9  
鳴 き 声  1 4  
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6 - 3 . 2 0 1 7 年 ア ン ケ ー ト 調 査 ま と め   
外 来 生 物 展 へ の 来 場 を 目 的 に し て い な い な が ら も ， 3 )こ の 催 し に
参 加 す る 前 ， 外 来 生 物 に つ い て し っ て い ま し た か ？ の 設 問 で は ， 回
答 者 の 8 0％ が 外 来 生 物 に 関 す る 知 識 や 関 心 を 持 っ て い た こ と か ら ，
来 場 者 の 多 く が フ ェ ー ズ Ⅱ に 位 置 し て い る こ と が 判 明 し た ．  
自 由 回 答 や 印 象 に 残 っ た 生 物 な ど で ， フ ェ ー ズ Ⅰ の 展 示 で あ る ア
メ リ カ ザ リ ガ ニ や ト ノ サ マ ガ エ ル が 挙 げ ら れ た こ と か ら ， 単 に 生 物
を 観 察 す る だ け で な く ， 触 る ， 聞 く と い っ た 体 験 型 の 展 示 が 高 く 評
価 さ れ て い た ．  
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6 - 4 . 2 0 1 8 年 ア ン ケ ー ト 調 査 手 法  
保 全 教 育 プ ロ グ ラ ム の 評 価 を 目 的 と し ，2 0 1 7 年 の ア ン ケ ー ト 結 果
を 参 考 に 新 た な ア ン ケ ー ト を 作 成 し た ．（ 表 6）． 企 画 展 の 開 催 期 間
中 ，会 場 の 出 入 り 口 に 毎 日 ア ン ケ ー ト 用 紙 と 回 収 ボ ッ ク ス を 設 置 し ，
来 場 者 が 任 意 で 回 答 し た ． 質 問 項 目 は ， 選 択 式 の 基 礎 項 目 4 問 ， 外
来 生 物 展 に 関 す る 項 目 ７ 問 ， 外 来 生 物 に 関 す る 項 目 2 問 の 計 1 3 問
で あ る ． 外 来 生 物 に 関 す る 関 心 は リ ッ カ ー ト 尺 度 に て 集 計 し ， 統 計
ソ フ ト Ｒ を 用 い て B r u n n e r - M u n z e l  検 定 を 行 い ,平 均 順 位 を 算 出 し
た ．   
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表 6 . 2 0 1 8 年 アンケート調 査 の設 問 と選 択 肢  
設 問  選 択 肢  
1）性 別 を 教 え て く だ さ い  男 性    女 性  
2）年 代 を 教 え て く だ さ い  
小 学 生   中 学 生   高 校 生       
大 学 生    2 0 代    3 0 代  
4 0 代   5 0 代    6 0 代   
6 0 代 以 上  
3）お 住 ま い の 地 域 は ど ち ら で す か ？  札 幌 市  道 内  道 外  
4） 2 0 1 7 年 8 月 に 開 催 し た 夏 の 特 別 展  
『 も う 増 や さ な い で ！ 北 海 道 の 外 来 生 物
展 』 に ご 参 加 さ れ た こ と は あ り ま す か ？  
あ る      な い  
5）外 来 生 物 展 に ど の 程 度 滞 在 し ま し た か ？  
1 5 分 未 満  
1 5 分 ～ 3 0 分 分 分     
3 0 分 ～ 6 0 分 未 満   
6 0 分 以 上  
6）外 来 生 物 展 に 来 場 す る 前 ，  
外 来 生 物 に 対 す る  
関 心 は ど の 程 度 あ り ま し た か ？  
1 .ま っ た く 関 心 が な い  
2 .あ ま り 関 心 が な い   
3 .ど ち ら と も い え な い   
4 .や や 関 心 が あ る   
5 .と て も 関 心 が あ る  
7）外 来 生 物 展 に 来 場 し た 後 ，  
外 来 生 物 に 対 す る 関 心 は  
ど の 程 度 あ り ま す か ？  
8）外 来 生 物 展 で 印 象 に 残 っ た 展 示 を  
お 選 び く だ さ い （ 複 数 回 答 可 ）  
ア メ リ カ ザ リ ガ ニ の  
タ ッ チ プ ー ル  
カ エ ル の 鳴 き 声 コ ー ナ ー      
生 き 物 の 説 明 パ ネ ル   
カ エ ル の 標 本   
研 究 事 例 な ど の ポ ス タ ー   
大 学 生 と 動 物 園 ス タ ッ フ に よ る
解 説 ・ ト ー ク シ ョ ー    
印 象 に 残 っ た も の は な い  
9）外 来 生 物 展 を み て ，外 来 生 物 の 対 策 に 取 り
組 み た い と 思 い ま し た か ？    
は い     い い え  
1 0 )設 問 9 で は い と 回 答 し た 方 に お 伺 い し ま
す ．外 来 生 物 を 広 げ な い た め に ご 自 身 で 出 来
る こ と は 何 だ と 思 い ま す か ？  
家 族 や 知 人 に 教 え る        
外 来 生 物 に つ い て 詳 し く 知 る  
捕 獲 イ ベ ン ト 等 に 参 加 す る   
生 き 物 を 野 外 に 放 さ な い       
1 1 )設 問 9 で い い え と 回 答 し た か ら に お 伺 い し
ま す ． 回 答 の 理 由 を お 聞 か せ       
く だ さ い ．  
外 来 生 物 の 対 策 を す る 必 要 は な
い     
個 人 で で き る こ と は な い  
外 来 生 物 の 問 題 に 興 味 が な い   
1 2 )あ な た の 身 近 に 生 息 し て い る 外 来 生 物 を
知 っ て い ま す か ？  
自 由 回 答  
1 3 ）外 来 生 物 の 問 題 は あ な た に と っ て 関 わ り
の 深 い 問 題 だ と 思 い ま す か ？  
1 .ま っ た く 関 心 が な い   
2 .あ ま り 関 心 が な い   
3 .ど ち ら と も い え な い   
4 .や や 関 心 が あ る   
5 .と て も 関 心 が あ る  
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6 - 5 . 2 0 1 8 年 ア ン ケ ー ト 調 査 結 果  
 回 答 数 は 1 4 日 間 で 1 9 3 枚 に 達 し た ． 本 研 究 で は ， 札 幌 市 在 住
の 1 3 2 名 に つ い て 分 析 す る ．   
1 )  性 別 を 教 え て く だ さ い  
1 3 2 の 回 答 数 を 得 た ．来 場 者 全 体 で ，男 性 は 4 4 %，女 性 は 5 6％ だ
っ た ．  
 
2 )  年 代 を 教 え て く だ さ い  
一 部 複 数 回 答 が あ っ た た め ， 1 3 4 の 回 答 数 を 得 た ．  
来 場 者 の 年 代 は 4 0 代 が も っ と も 多 く 2 9％ ，つ い で 3 0 代 が 2 3 %，
小 学 生 が 1 9％ だ っ た （ 表 6）．  
 
3 )  お 住 ま い の 地 域 は ど ち ら で す か ？  
回 答 者 1 9 3 名 の う ち ，札 幌 市 在 住 が 6 8％ ，道 内 の 他 地 域 が 1 7％ ，  
道 外 か ら は 1 5％ だ っ た ．  
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4 ) 2 0 1 7 年 8 月 に 開 催 し た 夏 の 特 別 展『 も う 増 や さ な い で ！ 北 海 道 の
外 来 生 物 展 』 に ご 参 加 さ れ た こ と は あ り ま す か ？  
1 3 1 の 回 答 を 得 た ． 7 9％ が 2 0 1 8 年 に 初 め て 訪 れ た 来 場 者 （ 以
下 ， 初 来 場 者 ） で ， 2 0 1 7 年 に 来 場 し た こ と が あ る 回 答 者 （ 以 下 ，
リ ピ ー タ ー ） は 2 1％ だ っ た ．  
 
5 )外 来 生 物 展 に ど の 程 度 滞 在 し ま し た か ？  
1 2 5 の 回 答 を 得 た ．1 5 分 か ら 3 0 分 未 満 の 滞 在 が も っ と も 多 く 5 2％
だ っ た ．つ い で 3 0 か ら 6 0 分 未 満 が 2 3％ ， 1 5 分 未 満 は 1 7％ だ っ
た ． 6 0 分 以 上 の 滞 在 者 は 8％ で ， 中 学 生 と 3 0 代 ～ 4 0 代 が 回 答 し
て い た ．  
 
6） 外 来 生 物 展 に 来 場 す る 前 ， 外 来 生 物 に 対 す る 関 心 は ど の 程 度 あ
り ま し た か ？  
外 来 生 物 に 対 す る 関 心 の 度 合 い を 「 1 .全 く な い 」 か ら 「 5 .と て も
関 心 が あ る 」 ま で の 5 段 階 に 設 定 し ， リ ッ カ ー ト 尺 度 を 用 い て 表 し
た ．1 3 2 の 解 答 を 得 て ，「 4 .や や 関 心 が あ る 」，「 5 .と て も 関 心 が あ る 」
が 最 も 多 く 選 択 さ れ ， そ れ ぞ れ 3 6％ だ っ た （ 表 7）．  
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7） 外 来 生 物 展 に 来 場 し た 後 ， 外 来 生 物 に 対 す る 関 心 は ど の 程 度
あ り ま す か ？  
外 来 生 物 に 対 す る 関 心 の 度 合 い を 「 1 .全 く な い 」 か ら 「 5 .と て も
関 心 が あ る 」 ま で の 5 段 階 に 設 定 し ， リ ッ カ ー ト 尺 度 を 用 い て 表 し
た ．1 3 0 の 解 答 を 得 て ，「 5 .と て も 関 心 が あ る 」が 最 も 多 く 選 択 さ れ ，
5 5％ だ っ た ．「 4 .や や 関 心 が あ る 」 は 3 5 %で ， １ ～ ３ ま で の 回 答 率
は ９ ％ だ っ た （ 表 7）．  
設 問 6 )，  7 )の 回 答 結 果 よ り ， 初 来 場 者 と リ ピ ー タ ー 間 で ， 外 来
種 の 興 味 関 心 の 度 合 い に つ い て ， B r u n n e r - M u n z e l  検 定 を 用 い て 平
均 順 位 を 算 出 し ， 比 較 し た ． 結 果 ， 初 来 場 者 ， リ ピ ー タ ー と も に 外
来 生 物 展 の 来 場 前 よ り も 来 場 後 に 外 来 生 物 へ の 関 心 が 有 意 に 高 か っ
た ． さ ら に ， 初 来 場 者 よ り も リ ピ ー タ ー の 方 が よ り 高 い 関 心 を 示 し
て い た （ 図 1 0）．  
ま た 」，「 3 0 分 未 満 」 の 滞 在 者 と 「 3 0 分 以 上 」 の 滞 在 者 を 比 べ る
た め ，外 来 種 の 興 味 関 心 の 度 合 い に つ い て B r u n n e r - M u n z e l  検 定 を
用 い て 平 均 順 位 を 算 出 し た ．結 果 ， 5 %水 準 で ，来 場 後 の 意 識 は「 3 0
分 以 上 」 滞 在 し た グ ル ー プ が 有 意 に 高 か っ た （ 図 11）．  
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8 )外 来 生 物 展 で 印 象 に 残 っ た 展 示 を お 選 び く だ さ い （ 複 数 回 答 可 ）  
2 7 9 の 回 答 を 得 た ． 企 画 展 の 滞 在 時 間 が 3 0 分 未 満 の グ ル ー プ と
3 0 分 以 上 の グ ル ー プ で 比 較 を 試 み た と こ ろ ，  3 0 分 未 満 の グ ル ー
プ は フ ェ ー ズ Ⅰ「 カ エ ル の 鳴 き 声 コ ー ナ ー 」を ， 3 0 分 以 上 の グ ル
ー プ は フ ェ ー ズ Ⅱ 「 大 学 生 と 動 物 園 ス タ ッ フ に よ る ト ー ク シ ョ
ー ・ 解 説 」 を 選 択 し て い る こ と が 分 か っ た (表 8 )．   
 
9 )外 来 生 物 展 を み て ， 外 来 生 物 の 対 策 に 取 り 組 み た い と 思 い ま し た
か ？  
1 3 2 の 回 答 数 を 得 た ．回 答 者 全 体 の う ち 8 4％ 対 策 に 取 り 組 み た い
と 回 答 し ， 1 6％ が 取 り 組 み た い と 思 わ な か っ た ．  
 
1 0 )設 問 9 で は い と 回 答 し た 方 に お 伺 い し ま す ． 外 来 生 物 を 広 げ な
い た め に ご 自 身 で 出 来 る こ と は 何 だ と 思 い ま す か ？  
複 数 回 答 が 多 か っ た た め 1 8 7 の 回 答 を 得 た ． 3 9％ の 回 答 者 が「 生
き 物 を 野 外 に 放 さ な い 」を 選 択 し た ．「外 来 生 物 に つ い て 詳 し く 知
る 」 は 2 9％ ，「 家 族 や 知 人 に 教 え る 」 は 2 4％ だ っ た ．  
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11 )設 問 9 で い い え と 回 答 し た か ら に お 伺 い し ま す ．回 答 の 理 由 を
お 聞 か せ       
く だ さ い ．  
1 9 の 回 答 を 得 た ． 4 7％ が「 個 人 で で き る こ と は な い 」と 回 答
し た ． 2 6％ の 回 答 者 が そ の 他 を 選 択 し ，「 定 着 し て い る た め 外
来 種 で は な い 」 と い う 意 見 が み ら れ た ．  
 
1 2 )あ な た の 身 近 に 生 息 し て い る 外 来 生 物 を 知 っ て い ま す か ？  
1 2 9 の 回 答 を 得 た ． 7 0％ の 回 答 者 が 身 近 な 外 来 生 物 に つ い て
知 っ て い る と 回 答 し ，2 9 種 類 の 生 き 物 が 上 が っ た ．札 幌 市 内 で
も 身 近 に 観 察 で き る ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ が も っ と も 多 く あ
げ ら れ た ほ か ， 道 内 に 生 息 し な い ヒ ア リ や セ ア カ ゴ ケ グ モ な ど
の 名 前 も 挙 げ ら れ た （ 表 9）．  
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1 3 )外 来 生 物 の 問 題 は あ な た に と っ て 関 わ り の 深 い 問 題 だ と 思 い ま
す か ？  
9 )外 来 生 物 展 を み て ， 外 来 生 物 の 対 策 に 取 り 組 み た い と 思 い
ま し た か の 質 問 項 目 で  「 外 来 生 物 の 対 策 に 取 り 組 み た い 」 と
回 答 し た グ ル ー プ と 「 取 り 組 み た い と 思 わ な い と 回 答 し た グ ル
ー プ を B r u n n e r - M u n z e l  検 定 を 用 い て 平 均 順 位 を 算 出 し ,比 較
し た と こ ろ ， 有 意 な 差 が 見 ら れ た （ 図 1 0 , 11）． さ ら に ， あ な た
の 身 近 に 生 息 す る 外 来 生 物 を 知 っ て い ま す か ？ と い う 質 問 項 目
で は ，「対 策 に 取 り 組 み た い と 思 わ な い 」と 回 答 し た グ ル ー プ の
う ち 5 5％ が 「 知 ら な い 」 と 回 答 し た (表 1 0 )．  
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表 6 .ア ン ケ ー ト 回 答 者 の 年 齢  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 7 .  設 問 6 ） ， 7 ） 「 外 来 生 物 に対 する関 心 はどの程 度 ありますか？ 」の回 答 率  
 
図 1 0 .  企 画 展 の 来 場 前 後 で 比 較 し た 外 来 生 物 に 対 す る 関 心 の 変 化  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 1 .  滞 在 時 間 で比 較 した外 来 生 物 に対 する関 心 の変 化  
 
年 代  割 合  
小 学 生  1 9 %  
中 学 生  8 %  
高 校 生  0 %  
大 学 生  3 %  
2 0 代  5 %  
3 0 代  2 3 %  
4 0 代  2 9 %  
5 0 代  5 %  
6 0 代  5 %  
6 0 代 以 上  5 %  
 1 . 全 く  
関 心 が な い  
2 . あ ま り  
関 心 が な い  
3 . ど ち ら で も
な い  
4 . や や  
関 心 が あ る  
5 . と て も  
関 心 が あ る  回 答 数  
6 )来 場 前  2 %  1 1 %  1 5 %  3 6 %  3 6 %  1 3 2  
7 )来 場 後  0 %  4 %  5 %  3 5 %  5 5 %  1 3 0  
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表 8 .滞 在 時 間 別 に 比 較 し た 印 象 に 残 っ た 展 示  
展 示 内 容  フ ェ ー ズ  
3 0 分 未 満
( N = 1 3 0 )  
3 0 分 以 上
( N = 8 3 )  
大 学 生 と 動 物 園 ス タ ッ フ に よ る  
解 説 ・ ト ー ク シ ョ ー  
Ⅱ  1 4 %  2 4 %  
カ エ ル の 標 本  Ⅱ  1 5 %  1 1 %  
カ エ ル の 鳴 き 声 コ ー ナ ー  Ⅰ  2 7 %  2 3 %  
ア メ リ カ ザ リ ガ ニ の タ ッ チ プ ー ル  Ⅰ  1 2 %  1 6 %  
研 究 事 例 な ど の ポ ス タ ー  Ⅱ  8 %  1 1 %  
生 き 物 の 説 明 パ ネ ル  Ⅱ  2 5 %  1 6 %  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 2 . 9 )外 来 生 物 展 を み て ， 外 来 生 物 の 対 策 に 取 り 組 み た い と 思 い ま
し た か ？ の 回 答 グ ル ー プ ご と に 比 較 し た 外 来 生 物 問 題 と の 関 係
( P < 0 . 0 5 )  
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表 9 .  1 2 )あ な た の 身 近 に 生 息 し て い る 外 来 生 物 を 知 っ て い ま す か ？ の 回 答
結 果 の 一 部  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 0 .  1 3 )外 来 生 物 の 問 題 は あ な た に と っ て 関 わ り の 深 い 問 題 だ と 思 い ま す
か ？ 」 の 回 答 グ ル ー プ ご と に 比 較 し た 外 来 生 物 の 知 識  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
種 類  回 答 数  
ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ  2 6  
ア メ リ カ ザ リ ガ ニ  2 0  
カ ブ ト ム シ  1 4  
コ イ  8  
ア ラ イ グ マ  7  
ウ チ ダ ザ リ ガ ニ  7  
ブ ラ ッ ク バ ス  ７  
セ イ ヨ ウ オ オ マ ル ハ ナ バ チ  6  
外 来 生 物 の 対 策 に 取 り 組
み た い と 思 い ま し た か ？  
身 近 に 生 息 す る 外 来 生 物 を 知 っ て い ま す か ？  
は い  い い え  
外 来 生 物 の 対 策  
に 取 り 組 み た い  7 5％  2 3％  
外 来 生 物 の 対 策 に  
取 り 組 み た い 尾 思 わ な い  4 5％  5 5％  
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6 - 6 . 2 0 1 8 年 ア ン ケ ー ト 調 査 ま と め  
外 来 生 物 に 対 す る 関 心 が 高 ま っ た 3 0 分 以 上 企 画 展 に 滞 在 し た グ
ル ー プ で は ， 評 価 の 高 い 展 示 手 法 と し て ， フ ェ ー ズ Ⅰ の 展 示 手 法 で
は「 カ エ ル の 鳴 き 声 コ ー ナ ー 」，フ ェ ー ズ Ⅱ の 展 示 手 法 で は 対 話 型 プ
ロ グ ラ ム を 選 択 し て い た こ と か ら ， よ り 教 育 の 効 果 が 高 い 手 法 で あ
る こ と が 示 唆 さ れ た ．ま た ，  「 外 来 生 物 の 対 策 に 取 り 組 み た い 」と
回 答 し た 8 4 %の 来 場 者 は ，身 近 に 生 息 し て い る 外 来 生 物 に つ い て 関
心 が あ る こ と が 分 か っ た ． 先 行 研 究 よ り ， 保 全 教 育 の プ ロ グ ラ ム テ
ー マ と し て 参 加 者 の 身 近 な 課 題 を 取 り 上 げ る と 教 育 の 効 果 が 高 い
（ 三 宅  2 0 1 8）と 報 告 さ れ て い る こ と か ら ，ア メ リ カ ザ リ ガ ニ や カ
ブ ト ム シ ， ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ な ど の 北 海 道 内 に 生 息 す る 身 近
な 外 来 生 物 を 展 示 し た こ と で ， よ り 来 場 者 に 外 来 生 物 に 対 す る 認 識
を 深 め る こ と が で き た と 考 え ら れ る ． ま た ，  
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7 .総 合 考 察  
本 研 究 か ら ， 動 物 園 の 来 場 者 に 行 動 の 変 容 を 促 す 効 果 的 な 保 全 教
育 の プ ロ グ ラ ム と し て ， 以 下 の 展 示 手 法 が 適 切 で あ る ．  
Ａ ． 学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅰ ：「 触 れ て 楽 し む 体 験 型 プ ロ グ ラ ム 」
フ ェ ー ズ Ⅰ で は ， 体 験 型 を 重 視 し ， 触 る ， 聞 く ， と い っ た 多 様 な
展 示 手 法 を 用 い る ． 来 場 者 が 気 軽 に 楽 し め る プ ロ グ ラ ム を 体 験 す
る こ と で ， 興 味 ・ 関 心 を 高 め フ ェ ー ズ Ⅱ へ の 移 行 を 促 す ．  
 
Ｂ ． 学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅱ ：「 研 究 事 例 を 元 に 知 識 を 深 め る プ ロ
グ ラ ム 」  
  もっとも来 場 者 数 の多 いフェーズⅡでは，幅 広 い 年 代 に 対 応 で き る よ う ，
充 実 し た プ ロ グ ラ ム 種 数 が 重 要 で あ る ． テ ー マ を 来 場 者 に と っ て 身
近 な 問 題 に 設 定 し ， ポ ス タ ー 等 の 展 示 物 だ け で な く ， シ ン ポ ジ ウ ム
や ト ー ク シ ョ ー な ど の 対 話 型 の プ ロ グ ラ ム 手 法 を 用 い る こ と で ， よ
り 深 く 正 確 な 知 識 に 基 づ き 理 解 を 深 め る こ と が 出 来 る ．  
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Ｃ ． 学 習 プ ロ グ ラ ム フ ェ ー ズ Ⅲ ：「 参 加 型 プ ロ グ ラ ム 」   
企 画 展 開 催 期 間 中 に 野 外 で 開 催 す る 外 来 生 物 イ ベ ン ト の 参 加 者 を
募 集 し ， 主 体 的 な 体 験 を 通 し て 価 値 観 の 形 成 を 計 っ た ． イ ベ ン ト 終
了 後 の 聞 き 取 り 調 査 で は ，「 外 来 生 物 対 策 の 重 要 性 が わ か っ た 」，「今
後 も 継 続 し て 活 動 に 参 加 し た い 」 と い う 意 見 が 見 ら れ た ．  
今 後 の 課 題 と し て ， 企 画 展 来 場 後 に 外 来 生 物 問 題 に 対 し て 実 際 に
来 場 者 の 行 動 が 変 容 し た か 追 跡 調 査 を 実 施 し ， 保 全 教 育 の 目 的 で あ
る フ ェ ー ズ Ⅳ に 移 行 し た か 検 証 す る 必 要 が あ る ． ま た ， フ ェ ー ズ Ⅲ
に つ い て プ ロ グ ラ ム の 開 発 と 評 価 を 行 っ て い く ．  
動 物 園 の 社 会 的 責 任 と し て ， 他 者 と 協 働 し ， 地 域 社 会 の 課 題 解 決
に 貢 献 す る こ と が 求 め ら れ て お り （ 児 玉 ほ か  2 0 1 3），今 後 も 生 物 多
様 性 に 関 す る 地 域 社 会 の 課 題 に 貢 献 す る た め に ， 新 た に 建 設 さ れ る
北 海 道 ゾ ー ン な ど を 活 か し ， よ り 保 全 教 育 に 関 し た 教 育 プ ロ グ ラ ム
を 充 実 し て い く こ と が 重 要 で あ る ．  
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8 . A B S T R A C T  
 S a p p o r o  M a r u y a m a  Z o o  a n d  R a k u n o  G a k u e n  U n i v e r s i t y  
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r e p o r t s  s o m e  s u r v e y  r e s u l t s  a n d  s e e k s  f u t u r e  p o t e n t i a l  o f  
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